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はじめに 

 

 里親としての生活も１年以上が経ちました。

やっとというところでしょうか。この子との生

活リズムができ始め、お互いの短所と長所を知

りあいながら、喧嘩をしても引き際がわかるよ

うになった気がします。一緒に生活することが

当たり前になり、何かをする時には必ずこの子

の存在を考えます。ただ、私は数に弱い人間で、

全員で 5 人前だとわかっているつもりが、夫が

会議、兄の帰りが遅くなる 2 つの引き算をする

と、何故か 2 人前と勘違いしていまいます。こ

んな 4 から引く癖が抜けないでいる間が抜けた

里親ですが、支援側の方や里親会から、どのよ

うな里親支援があるといいと思いますか？と質

問を受けます。ここまで必死になって生活して

きましたが、少し余裕が出てきたので、どのよ

うな里親支援があると助かるのだろうかと考え

てみたいと思います。 

実際に体験してみて、どのような状態のスタ

ートでも、里子を家族として迎えるとなると生

活事態に変えざるを得ない部分が出てきます。

それは、波紋のように思わぬ所まで届いていき

ました。里子と里親の関係に注目することも大

切ですが、里親家庭の周辺環境にも配慮がいる

のだと感じています。 

里親の最大の特徴は、家族の中に子どもを引

き受けることにあると思います。仕事として割

り切れるわけでも、プライベートと言い切れる

わけでもない環境に難しさを感じています。一

端、この生活が始まればレスパイト制度はあり

ますが、基本はコツコツと新しい生活を過ごし

ていくことにエネルギーを費やします。里親と
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しての私を切り離すことがない日々となります。

この感覚は、里親特有のものだからこそ、整理

が要るのでしょう。今回から、里親支援につい

て私なりに考えていきたいと思います。 

まずは、里子との関係を作るための情報が基

本となります。次は、里子が揺さぶってくる行

為に里親自身が自分を見失わないようにしてい

く工夫が要ると思います。子どもの問題行動を

目の当たりにして、親が冷静でいられることの

意味は大きく、親の構え方や捉え方で子どもに

対するストレスが増えたり減ったりすることは

どの親子関係でもあることです。今まで暮らし

たことがない里子と生活を共にするだけでお互

いにそれ相応のストレスがかかります。里親が

こんなに頑張っているのに里子は何故その行為

に応えてくれないのかと苛立ちやすくなります。

里親自身が自分の状態を把握しないと里子との

関係性を悪化させるリスクが高まります。その

他、里子が加わることで起きる家族の変化、変

化は家族を超えて親戚関係にも及びます。実際

に里親との暮らしを整えていくために学校や地

域との関係調整も必要になってきます。項目に

直すと以下のようになるでしょうか。 

 

① 里子の生い立ち・背景を知る 

② 里子の強み、弱みを知る 

③ 里親自身の得意、不得意を知る 

④ 里親家族のバランスを知る 

⑤ 里親家族の周辺への働きかけ 

⑥ 行政、地域への働きかけ 

⑦ 何を目標にするか考える 

 

最後の⑦は、里親が子どもと暮らしていくう

えで、悪循環に陥らないための手段になります。

的確で具体な目標（今、目指すもの）を内に抱

いていると、気持ちの揺れ幅が小さくて済むよ

うになりました。 

今回は、①と②の項目について書いていきた

いと思います。どうぞ、最後までおつき合いく

ださい。 

 

里子の生い立ち・背景を知

る 

 

 里子との暮らしは、マッチング期間があると

はいえ、2 歳なら 2 年間の 10 歳なら 10 年間の

この子の生き様があります。その間の子どもの

育ちは、目の前の子どもと接していても全く見

えませんし、今までの積み重ねが今のこの子を

作っています。生い立ちがブラックホールのよ

うに抜け落ちている現実があります。 

里親委託になるために、いつから外出、外泊

にし、里親以外の家族とどのような手順を踏ん

で出会っていくのか、転入のための手続きや生

活に必要なものを揃えていくための準備をして

いきます。その中で、この子がどのような背景

で社会的養護の場になったのかという概要説明

は受けますが、その時にこの子がどのような行

動に出たのか、この子の感情はどうだったのか

と考え話し合う機会が持てているとは言い難い

のではないかと思います。児童相談所のワーカ

ーも児童養護施設の職員も担当が変わるとそれ

以前のこの子の様子を見ていないため、記録等

の引継ぎの中では実感が持てず、それを里親に

伝えること自体が難しいことになります。それ

でも記録を振り返り、この子の節目となる出来

事は何があったのかを里親も児童相談所のワー

カーも里親支援専門相談員も知ろうとすること

が大事ではないでしょうか。子どもの立場で考

えて見る作業をし、共通理解しておくと、里子

の今出している行動の意味も考えやすくなると

感じます。 

記録を振り返る中で、この子がどのような環

境にどれぐらい身を置いてきたか、安心して頼
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れる大人とどのように向き合ってこられたかを

知りたいと何回も感じました。具体的には、在

宅期間中、この子の世話をしていたのは誰で、

どのような接し方をしてきたのか。乳児院、児

童養護施設等の措置変更や担当職員の変更はど

の程度あったのか。担当職員が、この子にとっ

てどのような存在に映っていたと思うのか。自

分を養育してくれる主たる大人が、変わってい

くものだと子どもが感じていたら、里親に心を

開こうとしないでしょう。さらに、大人を頼っ

ても仕方がないと感じているようなら、その先

に大人に不信感を抱いていないかどうか考えて

みる必要があります。大人不信を抱いていたら、

里親に気安く心を許そうとはしない行動に出や

すくなりますから、それによって里親不調に陥

る可能性があるとわかり、また養育者が変わら

ないためにも、この子が感じている大人像を予

測してみる作業は有効なのではないかと思いま

す。 

私自身も里子と暮らし始めて、この子にとっ

て生活を共にする大人と子ども像に独特なもの

を感じました。大人よりも子ども（兄姉）と調

和しようとし、大人と子どもの間にわけ隔ての

壁があるようでした。また、里父と里母との対

応の違いがあり、男性には一目置く、女性には

順位争いを挑んでいるような感じを受けました。

我が家だけではなく、他の里親宅でも里父の言

うことは聞いても、里母の言うことを聞かない

という話は、よく耳にします。この家では、里

父と里母が家を切り盛りする人で、どちらか一

方に取り入っても何とかならないことを知り、

この二人と繰り返し話し合いをしていく中で変

化してきたように感じます。 

その他、この子が暴力、暴言を受けた経験に

ついて知っておくことが重要になると思います。

暴力を受けた子は、自分でも暴力をふるってし

まうということがあります。暴力を周りの人に

ふるうのは、里親としても困ってしまう事象で

す。乱暴な子と思っている間は困った子でしか

ありませんが、暴力を受けていた事実を知ると、

この子の辛い過去に触れることになり、子ども

を悪者として扱わなくなります。子どものせい

にしなくても済むことは、里親には大きな支え

になると思います。誰からどのような暴言、暴

力を受け、その時助けてくれる人はいたのか、

どう耐えてきたのかを知り想像してみると、こ

の子が人間不信に陥っているかどうか想像する

ことができます。子どものしんどくて辛い経験

をした上で出ている行動であれば、それは簡単

に変わるものではなく、時間をかけて忍耐強く

つきあっていくものだと里親が感じることがで

きるでしょう。それは、周りから伝えられるだ

けではなく、あくまで里親自身が気づいていく

作業が必要なのではないかと思います。 

 子どもが里親委託という新しい環境に身を置

くことの戸惑いを感じる必要もあると思います

し、新しい生活の中で何を配慮すべきかも見え

てきます。 

多くの里親は、少しでも子どもの支えになる

人になりたいという気持ちを胸に秘めています。

その強い想いが、里子との関係を悪化させる場

合があると感じます。子どもが、大人に対して

心を開いていくまでには時間がかかります。そ

の中には、試し行動と言われ、里親の手に余る

行動を示し、困ったり不安になったりします。

里親の想いと里子の行動が伴わない状態です。

言い換えれば、里子は真っ直ぐ甘える行動を出

せずに、怒られるような行為を繰り返してしま

い、里親側は里子に拒否されているように感じ

落胆する。そこを冷静に対処していくための策

として、里子の背景や生い立ちを知っておくべ

きでしょう。 

この子を支えていく大人達が、肩を並べてこ

の子のことを語りあい、気持ちを考えて見よう

とする試みには意味があると思います。また後

の真実告知やライフストーリーワークにもつな
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がっていく事柄にもなります。 

 我が家では、10 歳で委託されているので、私

達はあなたの産みの親ではないという真実告知

の必要はありませんが、自立するまでにライフ

ストーリーワークを実施しようと考えています。

一般的に思春期に入る前の方がいいと言われま

すが、我が家の場合、まだする段階ではないよ

うに感じています。家族というものが何なのか

を知り始めている段階で、家族としての基盤作

りをもう少し積み重ねる時期ではないかと判断

しています。ただ、その積み重ねる時間の分だ

けこの子は年を取り、思春期真っ盛りに突入し

てしまうという不安も同時に感じています。こ

の子が生き続けるために生い立ちのどの部分を

どのように知っていくのがいいのだろうと考え

始めています。この部分も相談できる方が支援

側にいて欲しいです。 

 真実告知について感じている部分としては、

まず里親自身が血の繋がりがない親子関係をど

のように見ているのかを考えてみた方がいいの

ではないでしょうか。無意識に血の繋がりがな

いことに罪悪感や劣等感があるのだとすれば、

それは里子にとって不幸なことです。そこに里

子が恥を感じる必要はないですし、里親がきち

んと大切な存在であることを伝え続けることが

重要だと思います。その土台を固めて、真実告

知を捉えていく方が、賢明なやり方になるので

はないでしょうか。確かにそんなに簡単な問題

ではありませんが、まず里親自身が解放されな

いと、子どもは救われないのだろうと感じます。 

 

 

 

里子の強み、弱みを知る 

 

 ここについては、初期の段階だけではなく常

に意識しておく必要があると感じています。里

親をしていると、いけないことばかりするので

怒ってばかりになってしまう、もっとやさしく

接した方がいいとは思うが、上手くいかないと

いう声をよく耳にしますし、私自身も同じよう

に負のスパイラルを抱え、落ち込んできました。

里親の強みは、この子と 24時間向き合えること

です。向き合わなければならないから、しんど

くもなるのですが、じっくりとこの子を観察し、

作戦を練り、実践して、この子がどう反応する

のかを追うことができます。 

我が家の里子を見ていると、何か自分がやら

かしてしまった時、それを指摘する大人に対し

て話題を変えようとしたり、「知らん」と言って

その場を終わらせようとする印象を持ちました。

里親宅では、その問題に一定程度の決着をつけ

ないと気まずい空気が次の日も続きます。怒ら

れる内容の多くは、してはいけないと言われて

いることをしているので、里父も味方になって

くれません。里父は、どうしたらいいのという

促しをしながら、この家族の不穏な空気を早く

終わらせようという気持ちも同時にこの子に伝

えているのでしょう。里子は、気持ちを立て直

してから「謝りに来た」と、私の所にやってき

ます。その言い方も下手をすると謝りに来てや

ったという上から目線にも聞こえますが、精一

杯の表現なのだと思っています。そう思うこと

ができるのは、日々のこの子の言葉使いを観察

し、上手く表現することが苦手だったり、使う

言葉が汚かったり、言葉そのものを知らないと

感じているところからです。そこで、この子が

偉そうな態度で謝りに来たと判断してしまうと、

また悪循環が起きますし、二度と謝ろうとはし
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なくなるでしょう。この子をよく知ろうとする

ことで、里親の態度にも変化が生まれます。せ

っかく生活を共にするのですから、気持ちのい

い循環を作っていきたいですし、それに近づけ

る方法を知る方がいいと思っています。 

まず、里親委託初期の段階では、里子が送っ

てきた生活スタイルを具体的に知ることが大事

だと思います。当たり前と思っている事柄が、

聞いてみると我が家のやり方とは全然違ったと

いうことが多くあります。どの家庭でも、その

家庭の特徴がありますし、施設実習があるとは

いえ、施設の生活は想像できにくいと感じます。

あえて細かい日常に目を向けると、日常生活の

中で意識しなくてもできることと逆にできて当

たり前と思っていたことがあまり経験していな

いことがわかります。 

例えば、我が家では、なかなか里母の言うこ

とが聞けないのですが、食事の後の食器を片付

けることは、施設で毎日していたので、食器を

片付けてねと声掛けをすると自然に身体が動き

ます。習慣として身についたことをするのは、

それほど抵抗を感じないもののようです。当た

り前と思っていたことでは、幼児の子が里親家

庭での初めての入浴時間に、大泣きされたとい

う話を聞きました。理由は、施設職員はいつも

服を着たまま入浴させていたので、里母が裸に

なったことに驚いたそうです。 

その他、小さい頃からどのように寝ていたの

か、寝つきはいいのか悪いのか、寝起きはいい

のか悪いのか、入浴は誰と入っていたのか、身

体の洗い方はどうしているのか、何時頃が入浴

時間なのか、食事の雰囲気はどんな感じで、何

が嫌いで何が好きなのか等、日常生活の場面を

教えてもらいながら、自分たちの生活スタイル

との違いを知る。お互いに当たり前と思ってい

ることが、当たり前でないとわかることは、こ

の子の戸惑いを察知できることにつながります。

子どもの戸惑いを察知できると、子どもに過大

な期待をしなくて済みます。 

以前に連れ子に対して、継父が面倒をみてあ

げるのだから子どもの方も遠慮して当たり前だ

と言う方がいました。子どもは器用に言葉や行

動を操れませんから、その子は何かを言われる

と固まったり、暴れたりしていました。継父も

戸惑っていたのでしょうが、子どもの方が弱者

ですから傷つきも深くなります。子どもとは、

無邪気で可愛気があって、素直に甘えてくるも

のだと思ってしまうと、この子自身が見えなく

なってしまい、親も子も苦しくなってしまいま

す。大人に対してまっすぐにいろいろな気持ち

を出せるのであれば、子どもも戸惑ったりせず、

生きやすくなるでしょう。 

 我が家では、これまでも繰り返し話題にして

いますが「言葉の使い方」で苦労しています。

この子は、どのような言葉を使って成長してき

たのでしょうか。ある時期から言葉使いが変わ

ったのか、どのような言葉のやりとりをしてき

ているのだろうといろいろ想像してみますが、

よくわかりません。言葉の中でも特に気になっ

ているのは、「はい」という返事が出てこないこ

とです。これは、小さい頃から教えられること

なので、この子も当然知っている事柄ですし、

小さい頃はしていたのではないかと思います。

小学校の中学年ぐらいになると、子ども同士の

影響を受けやすくなりますから、はいと返事す

ることはカッコ悪いと思っているかもしれませ

んが、要領がいい子であれば、大人の前ではや

り過ごすために返事をするでしょう。この子は、

療育手帳を所持しているので、場面によっての

使い分けが苦手なのかもしれません。 

 場面の使い分けができると、この子の強みが

より際立ってきます。例えば、私が掃除機を持

つとこの子はお手伝いをしようとフローリング

用のワイパーを持ち、床の拭き掃除をしてくれ

ようと準備します。それは有り難いのですが、

掃除機を持った瞬間、真後ろに立つので、掃除
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機をある程度かけてからしてくれるかなとお願

いすると、「じゃぁ、もうしない」と言ってワイ

パーを置いて 2 階に行ってしまいます。してく

れないのか、まぁいいやと思って掃除機をかけ

ていると、いつの間にか降りてきて、黙々とワ

イパーをかけ始めています。えっ、する気満々

だったのかと、その時にやっとわかります。こ

こで、「はい」や「わかった」と返事をすれば、

なんていい子なのと思えるのですよね。言葉が

違うだけで、これ程までに印象が変わるのかと

驚きます。改めて言葉の大切さを感じます。こ

の前も、クリスマスケーキを注文しようかどう

しようかとカタログを見ている時、どれがい

い？という話題になると、娘は「これがいいな」

と言うのですが、里子は「これでいいわ」と言

います。そこは、「で」じゃなくて「が」だよと

伝えました。 

人とコミュニケーションを取っていく上では、

言葉は必要不可欠です。いいところがいっぱい

あるこの子の行動も、言葉の使い方一つで台無

しになってしまいます。里子だけに関わらず、

子どもの強みと弱みを観察する際に「言葉の使

い方」を注目すると、子どもの特性が見えやす

くなると思います。ほとんど喋らない子でも、

どのような表情や行動で自分の気持ちを表現し

ているか観察すると、見えてくるものがありま

すし、その上でどのような関わり方をしていけ

ばいいか考えることができます。 

我が家ではその他にどう寝かしつけをしてい

けばいいか困っていました。もともと寝つきが

いい子ではないようで、眠気がくるまでに時間

がかかり、眠気がくるとコテッと寝てしまうタ

イプのようです。しばらくは、一人で寝るのを

嫌がって、父母の寝室で寝ていました。寝つき

がいい子なら、電気をつけたままにしていても

寝てしまいますが、この子は寝るまでの準備が

いるので、部屋の電気を消し、刺激をなくさな

いと眠気がきません。それに付き合おうとする

と、添い寝ではなく、同じ部屋にいるだけなの

ですが、何もできずに親にとっては辛抱の時間

でした。 

それがある時、あまりいい流れではないので

すが、犬を無理やり抱かないという約束を破っ

たので、約束通り自分の部屋で寝ることになり

ました。その時は、この子の横につくこともや

め、豆球の明かりにしてほっておきました。す

ると、あれ程一人で寝るのを嫌がっていました

が、意外にすんなりと一人で寝られました。そ

れからは、寝室で寝ていた時のように早く寝な

さいと言われず、自分の部屋だと自分のペース

で寝られるということを体感したようで、この

まま自分の部屋で寝ると言い出しました。怪我

の功名でしょうか。本人は得した気分になって

いますが、寝室で寝ても、自分の部屋で寝ても、

だいたい寝入る時間まで 1 時間弱かかっていた

ので、寝付く時間は同じなんですけどね。自分

でできたと思えることは大事なので、様子を見

ています。ただ、真っすぐ甘えられないために、

寝付けないといって里親の寝室に助けを求めに

は来られないと思うので、その時はどう気づき、

対処できるか気になっているところです。 

一緒に生活をし始めた頃は、咳をしている時

におでこで熱を測ろうとしても触らせてくれま

せんでした。どんなにしんどくても、何事もな

いかのように振舞っていましたが、一緒に生活

をするようになって 1 年経つと、ここが痛い、

怪我したと見せてくれるように変わってきまし

た。弱みが強みに変わりつつあるのでしょうか。 

私は対人援助の仕事をしているので観察し、

行動の意味を考えることが習慣になっています

が、一般的には、そのようなものの考え方はし

ないと思うので、この子の行動について考え、

整理をする人がいてくれると里親は助かるので

はないでしょうか。 
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終わりに 

 

今回は、里親を実際にしてみて、里親支援に

何があったら、里親子が暮らしやすくなるのか

を考えてみました。その中でも、まず里子をど

のように見ていくといいのかという部分を考え

てきました。日々の行動にばかり気を取られる

と、肝心な部分が見えなくなるような気がして

います。お互いに歩みよりたいのに、傷つけあ

ってしまうのは、悲しいことです。私も毎日や

さしく微笑んでいる里母でありたいのですが、

私の性格も相まって、女神のような頬笑みには

ならず、ゴリラのように唸ってしまっています。

その度に自己嫌悪に落ち込み、子どもを育てる

なんて私にできるのかしらと思っていた第一子

妊娠期を思い出します。もしかして、力量もな

いのに大それたことをしてしまっているのでは

ないか。そんな不安を抱えてはいますが、ふと

した時に見せるこの子の笑顔に出会うと、この

子にとってこの家はそれほど悪くないのかなと

感じます。 

次回は、里親自身に焦点をあてて、何が支援

としてあると助かるのかを考えていきたいと思

います。 

 

 


